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書　評
　本書の著者は、梶原寿氏である。梶原氏は、名
古屋学院大学の教授、学長、理事長を経て、現在
同大学名誉教授である。梶原氏は、日本における
キング研究の第一人者である。キングに関する著
書、訳書も多数ある。
　人はある一定の年齢になると、それまでに学ん
だものや到達し得たところを次世代の人々に伝え
たいと願うものである。本書も、その帯文に「未
来への扉を開き始めたティーンズに贈る」とある
ように、キングのことを次世代の若者に伝えたい
という著者の願いが込められた書物であると言え
る。
　とはいえ、本書は、若者のみならず、キングを
学校教育で教えている教育者や、キングを専門と
している研究者も、それぞれメーセージを受け取
ることができる書物であると言える。著者の力量
が、そのことを可能にしていると言えよう。
　本書の大きな特徴の一つは、本書のサブタイト
ルにもあるように、梶原氏が、キングを、共生社
会を求めた牧師であると位置づけていることであ
る。書評者も、数年前から、キングの思想は共生
社会を目指している思想であると見なしていた。
今回本書で、梶原氏はそのことをはっきりと明言
してくれた。「共生社会」の思想は、現代および将
来の社会をあるべき方向に導く重要な思想である
と言える。
　本書の本文は第 1 章から第11章までである。本
書は、それに加えて、「はじめに」と「おわりに」
とに相当する部分が付け加えられている。それら
をすべて取り上げて書評するスペースはないので、
今回は特に重要だと思うことに絞って書評するこ
とにしたい。
　キングの思想と運動においては、目的と方法が
分かちがたく結びついていた。たとえば、「人類は
今まで、平和のために戦争すると言ってきた」が、
「平和の探求の目標は、平和的手段によらねばなら
ない」と、キングはそのように考え運動を導いた（第
1 章）。
　アフリカ系アメリカ人の先祖たちとピルグリ
ム・ファーザーズとの違いを自覚しておくことは、
アメリカの歴史を理解するうえで重要なことであ
る。著者は次のように言う。「最初に黒人奴隷がこ
の国［アメリカ］に上陸したのは、1619年のこと
である。（中略）その 1 年後にプリマスに上陸した
ピルグリム・ファーザーズと異なって、彼らは自
分の意志に反してここ［アメリカ］に連れてこら
れたのである」。著者のこの指摘は、重要であるに
もかかわらず、意外と見落とされているのではな
いかと、書評者は思っている（第 2 章）。
　キングの誕生からデクスター街バプテスト教会
の牧師になるまでの間のことで重要なことは、よ
く言われることであるが、キングが受けた思想的
影響である。モアハウス・カレッジ時代に、キン
グは、ヘンリー・デイビッド・ソローの市民的不
服従の思想（非暴力的抵抗の理論）に出会った。
クローザー神学校時代には、まず、ウォルター・
ラウシェンブッシュの命題「個人のことだけで終
わる宗教は滅びる」に深い影響を受けた。ちなみに、
その命題を提示している『キリスト教と社会的危
機』は、2013年 1 月に新教出版社より山下慶親氏
によって、翻訳出版された。次に、キングは、マ
ハトマ・ガンディーの非暴力的抵抗の方法および
運動に大きな影響を受けた。これは、キングが受
けた思想的影響のなかで、最大のものと言える。
最後に、ラインホールド・ニーバーの『道徳的人
間と非道徳的社会』からも、大きな影響を受けた。
キングは、次のように言う。「わたし［キング］は
今も人間の善への可能性を信じているが、ニーバー
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は人間の悪への可能性をも同じように自覚させて
くれた」。しかし、キングはその後、次のことにも
気づくようになった。「彼［ニーバー］の人間性に
ついての悲観主義は、神性についての楽観主義と
バランスが取れていなかった。彼は人間の罪とい
う病状に深入りしすぎていたために、神の恵みに
よる救いを見逃していた」。ボストン大学大学院時
代には、キングは、人格主義（Personalism）に出
会う。現代において、人権は、最も重要な概念で
あると、書評者は捉えている。その人権とは、端
的に言えば、人格を守る権利のことである。そう
であるならば、キングの人格主義についての研究
は、現代において重要な意味をもつと、書評者は
考えている1（第 3 章と第 4 章）。
　デクスター街バプテスト教会牧師時代において
重要なことの一つは、1954年 5 月17日に、「ブラウ
ン対教育委員会事件」に対する判決が、連邦最高
裁判所により下されたことである。これによって、
1896年の「プレッシー対ファーガソン事件」の判
決が覆されたことになる。今一つ重要なことは、
モンゴメリー・バス・ボイコット運動が展開され
たことである。この運動の発火点となったローザ・
パークスは、「人間としての尊厳を求めて」（51頁）、
バスの席を立たなかった2（第 5 章）。
　1963年は、キングが導いた、アメリカにおける
黒人の人権運動（書評者は、公民権運動は人権運
動に含まれると考えている）において、とても重
要な年であった。それは、キングが、「バーミング
ハム獄中書簡」を書き、加えて「わたしは夢をもつ」
演説をおこなったことによる。
　著者は、前者の獄中書簡の内容を、 4 点にまと
めている。すなわち、「ここ［バーミングハム］に
不正があるからここにいる」「法には、正しい法［人
間の人格を高める法］と不正な法［人間の人格を
貶める法］があり、不正な法には従ってはならない」
「白人穏健派、および白人教会とその指導者たちに
は、失望している」「［前記の失望にもかかわらず、］
希望を失ってはいない」という 4 点である（第 8
章）。書評者自身は、 6 点にまとめることができる
のではないかと思っている3。
　後者の「わたしは夢をもつ」演説のところで、
キングは一般的に非暴力で社会改革を実践した人
と定義されるが─確かにそういう側面があるが─、
キングにはそういう側面を超えた、もっと深い信
仰的側面があったことを、著者は指摘している（83
頁および第 9 章））。この指摘は重要であると、書
評者は考えている。日本におけるキング研究にお
いては、ややもすればキングの信仰的側面が捨象
されて論じられることが多い。そのことを、書評
者は常々残念なことだと思っているからである。
　キングの人生の最後のステージ（ワッツ暴動か
らベトナム戦争反対の表明、そして銃弾による死）
は、どのようなものであったか。特に、キングが
ベトナム戦争反対の表明をしたことによって、キ
ングは、「アメリカ政府からも一般国民からも、さ
らには公民権運動内部からも決定的に孤立するこ
とになってしまった」（99頁、第10章および第11章）。
しかし、キングの地上最後の演説は、「私たちは一
つの民となって約束の地に到達する。しかし、私
はみんなと一緒にそこに行けないかもしれないが、
私は［確かに］約束の地を見た」という揺るぎな
い確信であった（116頁、第10章および第11章）。
　キングは、主として黒人と白人が共に生きること
ができる社会を求めて（本
書のサブタイトルでもあ
る）、自らの人生をささげ
尽くした。キングの共生
社会の思想は、多人種・
多民族・多文化・多宗教
などが共生することがで
きるような現代および将
来の社会をつくる思想の
礎になっていると言えよ
う。本書において著者は、
そのことをも指し示して
くれていると思う。
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1  この点については、2011年Vol.21, No. 5 の『聖学院大学
総合研究所Newsletter』所収の拙評「はじめてのキング
牧師」を参照していただきたい。
2  この点については、2010年No.50の『聖学院大学総合研
究所紀要』所収の拙論「ローザ・パークスとマーティン・
ルーサー・キング・ジュニア──モンゴメリー・バス・
ボイコット運動以後──」も併せて参照していただきたい。
3  この点については、2013年Volume28の『キリスト教と諸
学』所収の拙論「バーミングハムの白人聖職者たちによ
る一連の声明とマーティン・ルーサー・キング・ジュニ
アの獄中書簡との対立」を参照していただきたい。
（もりた・みちよ　聖学院大学総合研究所教授）
